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要旨 : 

水島製鉄所の線材棒鋼工場のステルモア装置の導入にあたって，コンベア上のリング状線

材の均一冷却特性を向上させるための検討を行った。基本実験から，冷却速度は風速分布か

ら求められること，最適風速分布が存在することなどがわかった。また，シミュレーターに

よる実験から，ダンパーとデフレクターの特性が明らかになり，均一冷却および要求品質に

応じた制御が可能なノズルおよびブロア仕様の決定ができた。これらの新機能を付加した

新ステルモア装置はダンパーとデフレクターの操作がプロコンと DDC につながって線材

品質により設定できること，除冷のための断熱カバーを有するなどの特徴をもつ。本装置に

より，線材の引張り強さのばらつきを 1.6kgf/mm2 から 0.9kgf/mm2 に低減できた。 

  

Synopsis : 

When the Stelmor equipment was introduced to the new wire rod and bar mill at 

Mizushima Works, examination was made for improving the uniform cooling 

characteristics of the ring-
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